
新規事業採択時評価結果（平成２７年度新規事業化箇所） 

事業の概要 

事業名 

地域高規格道路 金沢
かなざわ

能登
の と

連絡道路 

主要地方道 金沢
かなざわ

田鶴浜
たつるはま

線 

（柳田
やないだ

IC～上棚
うわだな

矢駄
や だ

IC） 

事業 

区分 
地方道 

事業 

主体 
石川県 

起終点 
自：石川

いしかわ

県羽咋
は く い

市柳田町
やないだまち

 

至：石川
いしかわ

県羽咋
は く い

郡志賀
し か

町
まち

上棚
うわだな

 
延長 9.6ｋｍ 

事業概要  

金沢能登連絡道路は、金沢市と羽咋郡志賀町を連絡する総延長約６０ｋｍの地域高規格道路。 

主要地方道金沢田鶴浜線（柳田ＩＣ～上棚矢駄ＩＣ）は、金沢能登連絡道路の一部を構成する区間であり、

現道区間の交通混雑の緩和や広域交流の促進、災害時の代替路として期待されている道路。 

事業の目的、必要性  

主要地方道金沢田鶴浜線（柳田ＩＣ～上棚矢駄ＩＣ）は、羽咋市と羽咋郡志賀町を連絡し、広域ネットワー

クを形成するとともに、平成２５年の通行料無料化以降生じている交通渋滞の緩和や、死亡事故につながる正

面衝突事故等の減少による安全性の向上、広域交流の促進に資する道路である。 

全体事業費 １５０億円 計画交通量 １６，６００台/日 

事業概要図  

   

 
関係する地方公共団体等の意見  

沿線自治体で構成される「のと里山海道整備促進期成同盟会」(七尾市、羽咋市、輪島市、珠洲市、志賀町、

中能登町、穴水町、能登町)等から早期整備を要望されている。 

 
学識経験者等の第三者委員会の意見  

― 

 
事業採択の前提条件  

費用対便益 ：便益が費用を上回っている。 

手続きの完了：拡幅に要する用地の約９６％が取得済みであり、地元同意が得られている。 

地元自治体や地元団体から早期整備の要望を受けており、円滑な事業執行の環境が整っている。 

事業評価結果 

 

費
用
対
便
益 

Ｂ／Ｃ １．６ 

総費用 １２４億円 総便益 １９３億円 基準年  

事業費  ：１１５億円 

維持管理費： ９.０億円 

 

走行時間短縮便益：１７３億円 

走行経費減少便益： １０億円 

交通事故減少便益： １０億円 

平成２６年 

感度分析の結果 

交通量変動 B/C=１.５ （交通量  -10％） B/C=１.７ （交通量  +10％） 

事業費変動 B/C=１.４ （事業費  +10％） B/C=１.７ （事業費  -10％） 

事業期間変動 B/C=１.４ （事業期間 +20％） B/C=１.６ （事業期間 -20％） 

事
業
の
影
響 

評価項目 評価 根拠 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

渋滞対策 ◎ 

・交通容量の増加により通勤時間帯における交通混雑が緩和 

・ＧＷや夏休み等の渋滞が緩和 

【交通渋滞の状況】 

   ・通勤時間帯の平均旅行速度： 

30km/h(ピーク時以外の平均旅行速度：60km/h) → 80km/h 

   ・ＧＷ等の最大渋滞長： 

約 20km(H26) → 0km 

事故対策 ◎ 

・中央分離帯での車線分離により正面衝突事故をはじめとする交通事故が減少 

【交通事故の状況】 

   ・正面衝突事故発生割合(H21～H25) ：５０％ → ０％ 

   ・正面衝突による死亡事故割合(H7～H25) ：６３％ → ０％ 

歩行空間 ― ・注目すべき影響は無い 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

住民生活 ○ ・三次救急医療施設「金沢医科大学病院」へのアクセス向上 

地域経済 ○ ・重要港湾金沢港へのアクセス向上 

災 害 ○ 
・志賀原子力発電所有事の際には迅速かつ円滑に避難できるなど、第一次緊急輸送

道路の機能強化が図られる 

環 境 ― ・注目すべき影響は無い 

地域社会 ○ 

・県都金沢と能登半島の時間距離が短縮されることにより、金沢への通勤圏の拡大

による定住人口の増加や連携強化が図られる 

・能越自動車道と一体となって広域交流の促進が図られる 

・無料化以降続いている企業進出の促進 

事業実施環境 ○ 
・本県の「ダブルラダー結いの道」整備構想に位置付けられている 

・沿線自治体で構成されるのと里山海道整備促進期成同盟会等から強い要望を受け

ている 

 

採択の理由 
 事業主体である石川県が実施した評価結果に基づけば、費用便益比が１．６と便益が費用を上回っており、事

業採択の前提条件が確認できる。 

 また、交通渋滞の緩和、交通事故の減少、県都金沢と能登地域との連携強化、緊急輸送道路の機能強化が図ら

れるなど、当該事業の整備の必要性、効果は高いものと判断される。 

以上より、本事業を平成２７年度新規事業箇所として妥当であると考えられる。 
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担 当 課：道路局 環境安全課 

担当課長名： 池田 豊人     

 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

当該箇所 延長９．６ｋｍ 


